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ご諄層量に取り組もうII
「4R」 とは、「リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル」の頭文字をとつた言葉です。

由布市では、ごみ減量及びリサイクル推進のため、「4R」 の取り組みを推進しています。

「4R」 に取り組むことで、ごみを限りなく少なくし、限りある地球の資源を有効に繰り返し使う社会

(循環型社会)を創りましょう。

● IJ 7ュ ール(Refuse,     0口 Jデュース(Reduce)

ごみになるものを断る

(発生回避 )

(例 )不要な包装は断る。

レジ袋を断る。

再使用する

(例 )使わないものを人に譲る。
フリーマーケットに出店する。

o日Jュ _ス (Reuse)

ごみになるものを減らす

(発生抑制)

(例 )詰め替え商品を使う。
水きり等で生ごみを減らす。

再生利用する

(例 )ごみ分別を

しつかりする。

o日JサイタJL(RecVCle)
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「食品ロス」とは、本来食べることができるのに廃棄されている食品のことです。令和2年度時点の国内

の食品ロス量は、年間 522万 トンと推計さねています。3き り運動を実践して、生ごみの減量と食品

ロス削減を目指しましょう!

【使いきり】    【令べきり】     【ホきり】

亀 ■

食材は無駄なく「使いきる」

●「賞味期限」「消費期限」を

意識して買い物をしましょう。

●買い物前に冷蔵庫のチェックを

しましょう。

おいしく残さず「食べきる」

●食べ物は残さず食べましょう。

●残つた料理は違う料理にアレンジ

しましょう。

肉じゃが

カレーに

アレンジ

生ごみはしつかり「水をきる」
●皮むきは水に濡らす前に

自然乾燥しましょう。

●最後にしつかりと水きりを

しましょう。
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家庭から出る生ごみの減量を図るため、電気式生ごみ処理機の購入費用を助成する制度を令和 5年度から

導入しました。

対象世帯

市内に居住しており、過去に助成金の交付を受けた方が同一世帯にいない方

購 入尭

市内外問わず、家電量販店等の店舗 (通信販売は対象外 )

本体購入価格 (消費税含む)の 3分の2(100円未満の端数切り捨て)

上限は303000円

※補助対象外…メーカー保証とは別の長期保証料、

ポイントによる支払及びポイント還

元等による割引分、配送料等

※「通信販売品」、「業務用として使用する機器」、「ディ

スポーザ方式の機器」、「中古品・転売品」は対象外

です。

※助成対象となるのは、申請する年度内に購入し

たものに限ります。

※予算に限りがありますので、購入前に環境課まで

お問い合わせください。また、制度の詳細や申請

に必要なものは由布市ホームページをご覧いただ

くか、環境課までお問い合わせください。

(~「 EL 097-582-1310)
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ごみtl原 らす響力lLマ
「 スリム仕粕 1目 指しましょうヨ:

助バ額

由布市 環境課  丁EL 097‐582‐ 1310

「
」

電気式生ご
・
■処理機購入青助バ金制度
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